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湖神挑一 くん より
プロジェクトキャラクター

マイバッグ、マイボトル。
君は、いつも持っているかな？
次はどんな「マイ○○」を増やす？
新たなチャレンジを一緒にひろげよう！

10月
号

プラスチックごみ削減に
向けたチャレンジ（プラチャレ）を
この通信でお知らせしています。
ぜひ実践してみましょう！

10月のプラチャレテーマ

マイバッグ、
マイボトルを持ち歩く01

お買いもので、
不要な包装は断る02

スプーンやフォークも、
不要なら断る03

カフェで、不要なら
ストローも断る04

できるだけ量り売り、
ばら売りを利用する05

タッパー持参で
買い物に行く06

まずリデュース・リユース、
次にリサイクルを心がける07

「プラチャレ」について
家族や友達に話す08

プラスチックの原料になるナフサの供給が不安定になっ
たことは記憶に新しいですが、供給の状況に関わらず、私
たち一人ひとりが、日頃から資源を大切に使うよう心が
けることが大切です。

10月は、「しがプラチャレンジ推進月間」です。
今こそ「プラチャレ」（プラスチックごみ削減に向けたチャ
レンジ）に取り組み、その環を広げましょう！

プラスチックの原料になるナフサの供給が不安定になっ
たことは記憶に新しいですが、供給の状況に関わらず、私
たち一人ひとりが、日頃から資源を大切に使うよう心が
けることが大切です。

10月は、「しがプラチャレンジ推進月間」です。
今こそ「プラチャレ」（プラスチックごみ削減に向けたチャ
レンジ）に取り組み、その環を広げましょう！
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ばら売りで販売されている

野菜売り場（大津市内）

BBCニュース連携企画

本来は廃棄されるものに付加価値を付けて製品に
作り変える「アップサイクル」。食べ物をアップサイクル
して食品ロス削減につなげる動きが広がっています。
食品メーカー井村屋の取り組みを紹介します。 ニュース映像は

こちらから

食のアップサイクル



グリーン購入って？グリーン購入って？

　皆さんは「グリーン購入」をご存知ですか？製品やサー
ビスを購入する際に、必要性をよく考え、環境負荷ができ
るだけ少ないものを選んで購入することです。購入者自
身の暮らしを環境にやさしいものにするだけでなく、供
給側の企業には環境負荷の少ない製品の開発を、販売側
にもそうした商品の品ぞろえを促すことにつながり、経
済活動全体を変えていく可能性を持つ取り組みです。
 この取り組みは、特に大口消費者である行政機関が進
めることの意義が大きいことから、2001年にグリーン
購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する
法律）が施行され、国等の機関にグリーン購入の取り組
みが義務づけられました。また、同法では、地方公共団体
や事業者・国民にもグリーン購入に努めることが求めら
れています。この機会に知っていただければと思います。

　組織的にグリーン購入の取り組みを始めたのは滋賀県
庁でした。1994年に独自の調達方針を作成、県内の事
業者に環境に配慮した商品の提供を求めたのです。こう
した滋賀県の取り組みが全国に広がり、グリーン購入法
の施行の契機になったこと
は、県民として誇れることだ
と思います。
　そのため、県内のお店は
環境に配慮した商品の品ぞ
ろえが多く、県民は自然とグ
リーン購入を心がけている
人が多い、そんな滋賀であっ
てほしいと、心から思います。

滋賀県とグリーン購入の関係滋賀県とグリーン購入の関係

　滋賀グリーン活動ネットワークでは、10月をキャンペーン
月間として「グリーン購入+エシカル」の推進を強化してい
ます。「不要な容器・包装を断る」「包装の少ない商品を選
ぶ」といった、「プラチャレ」の取り組みにも通じるものです。
　ぜひ、いつものお買い物の際に「グリーン購入＋エシ
カル」という言葉を思い出していただき、地球環境や地
域社会のことを考えて商品を
選んでもらえたらと思います。

地球の未来を考えたお買い物「グリーン購入」「エシカル消費」10月のコラム

途上国の貧困問題に興味を持ったことからエシカルについ
て学び、エシカルライターとして活動する中、2025年に滋
賀エシカルコミュニティを設立。今年4月よりSGNに事務局
員として入局し、グリーン購入やエシカルの普及に邁進中。
滋賀エシカルコミュニティ代表、MLGs案内人。

（（一社）滋賀グリーン活動ネットワーク（SGN）事務局）
執筆者 鴻 里織

びしゃご

10月はグリーン購入＋エシカルキャンペーン！10月はグリーン購入＋エシカルキャンペーン！
プラスプラス

　エシカルとは倫理的・道徳的という意味。エシカル消費
は、「環境」に加えて「人」や「社会」「地域」に配慮した消
費行動のことです。フェアトレードの商品や身近な地域の
お店から商品を買うことも含まれます。

キャンペーンに
ついてはコチラを
ご覧ください　

滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課 TEL FAXご意見・お問合せ 077-528-3477          077-528-4845

イベント情報の
詳細はこちら

県からのお知らせ

イベント「未来につなげる食と資源の循環～暮らし
の中のサーキュラーエコノミー～」を開催します！

【開催日時】
 2026 年 10 月 17 日（土）10 時～ 16 時
【開催場所】
 ビバシティ彦根　１階　センタープラザ

食と資源の循環をテーマとしたイベントを県主催で
開催します。ステージではご家庭で役立つ食品ロス
削減講座や、サーキュラーエコノミーにまつわるクイ
ズ大会を開催します。会場にはクイズやアンケート
に答えると嬉しいお土産がもら
えるブースの出展もあり、子
どもから大人まで楽しんでい
ただける内容になっています！
ぜひお立ち寄りください。


